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第
２
回
愛
知
万
博
推
進
最
高
会
議
が
７
月
23

日
に
開
催
さ
れ
、
博
覧
会
協
会
か
ら
「
２
０
０
５

年
日
本
国
際
博
覧
会(

愛
知
万
博)

の
基
本
的
な

枠
組
み
」
と
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
体
制
」
に
つ
い
て

報
告
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

愛
知
万
博
の
方
向
性
を
広
く
提
示

「
基
本
的
な
枠
組
み
」
は
、
愛
知
万
博
事
業
の

基
本
原
則(

２
月
27
日
公
表)

を
ベ
ー
ス
に
、
６
月

末
に
堺
屋
最
高
顧
問(

当
時)

か
ら
提
出
さ
れ
た

コ
ン
セ
プ
ト
・
ス
ト
ー
リ
ー
も
参
考
に
し
て
と
り

ま
と
め
た
も
の
で
、
博
覧
会
事
業
に
携
わ
る
関

係
者
が
、
今
後
具
体
的
な
事
業
計
画
等
を
検
討
、

実
施
し
て
い
く
上
で
の
前
提
と
な
り
ま
す
。

同
時
に
、
こ
れ
は
愛
知
万
博
の
方
向
性
を
提

示
す
る
も
の
で
、
翌
日
の
24
日
か
ら
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募

集
し
ま
し
た(

基
本
的
な
枠
組
み
は
３
〜
５
面
に

全
文
掲
載)

。

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に

泉
氏
、
菊
竹
氏
、
木
村
氏

「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
体
制
」
に
つ
い
て
は
、
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
泉
眞
也
氏
、
菊
竹
清
訓
氏
、

木
村
尚
三
郎
氏
、
ま
た
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
に
原
田
鎮
郎
氏
、
福
井
昌
平
氏
、
牧
村
真
史

氏
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
ま
し
た(

各
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
２
面
に
掲
載)

。

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
方
々
に
は
、
各
々
の

専
門
分
野
に
立
脚
し
て
、
高
い
視
点
か
ら
博
覧

会
事
業
を
指
導
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
チ
ー
フ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
に
は
、
個
別

分
野
ご
と
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
束
ね
、
博
覧
会

の
事
業
運
営
、
会
場
計
画
等
の
実
務
面
の
一
切

を
手
が
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

博
覧
会
協
会
は
、
こ
の
「
基
本
的
な
枠
組
み
」

と
「
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
体
制
」の
も
と
、
精
力
的
に

作
業
を
進
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
具
体
的

な
事
業
内
容
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

右から、総合プロデューサーの泉眞也氏、菊竹清訓氏、木村尚三郎氏。チーフ・プロデューサーの原田鎮郎氏、福井昌平氏、牧村真史氏

最高会議で挨拶する豊田博覧会協会会長（右）と、坂本博覧会協会事務総長

第2回愛知万博推進
最高会議の出席者

経済産業省から平沼赳夫大
臣の代理として大村秀章大
臣政務官、古田肇商務流通
審議官、神田真秋愛知県知
事、松原武久名古屋市長、
増岡錦也瀬戸市長、加藤梅
雄長久手町長、鈴木公平豊
田市長、磯村巌名古屋商工
会議所会頭、太田宏次中部
経済連合会会長、豊田章一
郎博覧会協会会長、坂本春
生博覧会協会事務総長
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総合プロデューサー

このたび就任された総合プロデューサーと、チーフ・プロデューサー各氏を紹介します。
（右から五十音順）

月
28
日
、堺
屋
太
一
博
覧
会
協
会

最
高
顧
問（
当
時
）か
ら
豊
田
章
一

郎
博
覧
会
協
会
会
長
に
愛
知
万

博
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。堺
屋
氏
は
コ
ン
セ
プ
ト
と
ス
ト
ー

リ
ー
の
提
出
に
よ
り
最
高
顧
問
の
役
割
を

終
え
ら
れ
ま
し
た
が
、今
後
も
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、顧
問
と
し
て
愛
知
万
博
事
業
へ
助

言
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
の
内
容
の

う
ち
現
時
点
で
取
り
組
め
る
部
分
に
つ
い
て

は
、「
２
０
０
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
愛
知

万
博
）
の
基
本
的
な
枠
組
み
」に
極
力
取
り

入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

６

泉　眞也
（いずみ しんや）氏

環境デザイナー／プロデューサー。1930年東京
都生まれ。東京芸術大学美術学部工芸科卒。55
年キヤノンカメラ（株）入社、第1回グッドデザイ
ン賞などを受賞。62年退社後フリー。金沢美術
工芸大学特別客員教授。多摩美術大学客員教授。
慶應義塾大学ビジネス・スクール顧問。第1回世

界環境展総合プロデュー
サーをはじめ、大阪万博、
沖縄海洋博、筑波科学博
と、すべての万博に参画。
90年には国際花と緑の
博覧会総合プロデューサ
ーを務めた。

菊竹　清訓
（きくたけ きよのり）氏

建築家／工学博士。1928年福岡県生まれ。早
稲田大学理工学部建築学科卒。53年菊竹清訓
建築設計事務所設立。64年出雲大社庁の舎の
設計により、芸術選奨文部大臣賞、日本建築学会
賞、アメリカ建築家協会汎太平洋賞の各賞を受
賞。これまで、沖縄海洋博の空間プロデューサー

をはじめ、筑波科学博マ
スタープラン作成委員、
なら・シルクロード博ハー
ドプロデューサー、長野
オリンピック冬季大会空
間構成監督を務めた。

木村　尚三郎
（きむら しょうさぶろう）氏

静岡文化芸術大学学長／東京大学名誉教授。
1930年東京都生まれ。53年東京大学文学部
西洋史学科卒。76年東京大学教養学部教授。
75年に『ヨーロッパとの対話』で、日本エッセイス
ト・クラブ賞を受賞。97年から2年にわたり、総
理府の食料・農業・農村基本問題調査会会長を務

める。2000年静岡文化
芸術大学学長に就任し、
現在に至る。専攻はヨー
ロッパ史、現代文明論で、
この分野の権威として知
られる。

チーフ・プロデューサー
原田　鎮郎
（はらだ しずお）氏

建築家。1943年東京都生まれ。早稲田大学理
工学部建築学科卒業、同大学院建築工学専攻修
士課程修了。68年から75年まで（株）菊竹清訓
建築設計事務所に在籍し、ハワイ海上都市、沖縄
海洋博政府館アクアポリス等の設計を担当。75
年から79年まで（株）都市環境計画研究所に在

籍。79年に（株）環境シ
ステム研究所を設立し、
従来の社会システム開発
に加えて超々高層建築な
どの研究に参加。博覧会
関連では、なら・シルクロ
ード博、世界都市博覧会
等を担当した。

福井　昌平
（ふくい しょうへい）氏

CIプランナー。1946年鳥取県生まれ。84年か
ら92年まで（株）電通の嘱託社員として、広告マ
ーケティング以外の新たなコミュニケーション事
業と顧客サービスの企画開発に携わる。CI戦略、
CC戦略、ブランドエクイティー戦略、都市開発、
大型イベント開発等の新規事業開発に参加。91

年に（株）コミュニケーシ
ョン・デザイニング研究
所を創立させ、コンサル
タントから実践プログラ
ム開発までのトータルサ
ービスを展開している。

牧村　真史
（まきむら まさふみ）氏

イベントプロデューサー／コミュニケーションプロ
デューサー。1950年東京都生まれ。専門誌、コ
ミュニティーペーパーの編集長、イベントプロデュ
ーサーなどを経て、80年に（株）ブレーンハチジ
ュウを設立。博覧会、都市・地域開発の企画・プ
ロデュース、各種イベントやコミュニケーション戦

略の開発、企画・製作な
どを得意とする。最近で
は、江戸幕府開府400
年祭アドバイザー、ジャ
パンエキスポ大賞審査委
員等各種委員などを務め
た。

堺
屋
最
高
顧
問(

当
時)

か
ら
コ
ン
セ
プ
ト
と
ス
ト
ー
リ
ー
を
受
け

取
る
豊
田
博
覧
会
協
会
会
長（
右
）
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B
I
E
登
録
事
項
に

基
づ
き
、循
環
型
の

万
博
を
め
ざ
し
ま
す

基
本
的

考
え
方

知
万
博
は
、21
世
紀
の
人
類
が

直
面
す
る
課
題
の
解
決
の
方
向

性
と
人
類
の
生
き
方
を
発
信
す

る
た
め
、国
際
博
覧
会
に
関
す
る
条
約
に
基

づ
く
登
録
を
受
け
て
開
催
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
、多
数
の
国
々
の
参
加
の
も
と
、地
球

時
代
の
新
た
な
国
際
貢
献
と
し
て
日
本
が

主
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
り
、自

然
の
叡
智
を
テ
ー
マ
と
し
た
新
し
い
文
化
・

文
明
の
創
造
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。

開
催
期
間
の
前
後
を
通
じ
て
地
球
規
模

で
の
市
民
参
加
を
得
、人
類
と
自
然
の
関
係

に
関
す
る
意
識
の
大
き
な
転
換
点
と
な
る

こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
あ

ら
ゆ
る
国
の
人
々
が
生
き
る
喜
び
や
将
来
の

夢
を
語
り
合
う
き
っ
か
け
と
な
り
、ま
た
こ

の
地
域
に
愛
知
万
博
の
理
念
が
受
け
継
が

れ
、新
た
な
付
加
価
値
を
生
み
出
す
世
界

的
な
産
業
技
術
の
中
枢
圏

域
が
形
成
さ
れ
る
契
機
と

な
る
、未
来
へ
の
希
望
に
満

ち
た
博
覧
会
と
な
る
こ
と

を
め
ざ
す
。

会
場
構
想
で
は
、両
地
区

の
特
質
を
生
か
し
た
会
場

づ
く
り
を
す
す
め
る
と
と

も
に
、環
境
負
荷
の
抑
制

を
は
か
る
。ま
た
、来
場
者

の
視
点
に
立
ち
、安
全
性
・

利
便
性
・
快
適
性
の
確
保
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
は
か

り
、会
場
へ
の
多
様
な
ア
ク

セ
ス
ル
ー
ト
の
確
保
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

愛

2005年日本国際博覧会(愛知万博)の
基本的な枠組み

EXPO 2005 AICHI NEWS

I
T
時
代
、市
民
参
加
、

高
齢
社
会
に

対
応
し
ま
す

時
代
背
景

2005年日本国際博覧会(愛知万博)の主なBIE登録事項
1． 名称 2005年日本国際博覧会
2． テーマ 自然の叡智
3． サブテーマ（1）宇宙、生命と情報

（2）人生の"わざ"と智恵
（3）循環型社会

4． 開催期間 2005年3月25日～9月25日
5． 会場 愛知県瀬戸市、長久手町、豊田市の約173ha

（海上の森、青少年公園、科学技術交流センタ
ー予定地）

世
紀
初
頭
の
国
際
博
覧
会
と
し

て
、次
の
よ
う
な
新
た
な
時
代

性
と
課
題
を
十
分
認
識
し
て
開

催
す
る
。地

球
環
境
問
題
、資
源
問
題
等
の

深
刻
化

地
球
温
暖
化
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
、資
源

制
約
や
水
・
食
糧
問
題
な
ど
が
深
刻
化
す
る

中
、世
界
各
国
が
地
球
的
な
視
野
で
、そ
の
解

決
の
た
め
の
知
恵
を
持
ち
寄
る
必
要
が
あ
る
。

I
T
時
代
の
本
格
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
I
T

（
情
報
技
術
）が
急
速
に
発
展
す
る
中
、社
会

構
造
・
産
業
構
造
や
社
会
生
活
の
新
た
な
あ

り
方
の
提
案
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

視
野
の
飛
躍
的
拡
大

ボ
ー
ダ
レ
ス
社
会
、過
去
か
ら
未
来
、遺
伝

子
か
ら
宇
宙
ま
で
の
果
て
し
な
い
視
野
の
広

2112

が
り
が
日
常
化
し
て
い
る
中
、広
い
視
野
か
ら

の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

価
値
観
の
多
様
化

人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
す
る
中
、人
類

の
共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、ま
た
興
味

関
心
事
の
違
い
を
前
提
と
し
て
、如
何
に
多

様
性
を
生
か
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
か
を

追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
民
参
加
、N
P
O
の

大
き
な
潮
流

社
会
を
構
成
す
る
要
素
と
し
て
の
市
民

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割
が
増
大
す
る
中
、新
た
な
市

民
参
加
の
あ
り
方
、さ
ら
に
は
地
球
市
民
と

し
て
の
連
帯
の
あ
り
方
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。

高
齢
社
会
へ
の
突
入
期

高
齢
社
会
が
本
格
的
に
始
ま
る
中
、福

祉
・
介
護
の
面
の
み
な
ら
ず
、生
き
が
い
を
も

っ
て
長
寿
を
楽
し
む
社
会
意
識
の
醸
成
、社

会
シ
ス
テ
ム
の
追
求
が
必
要
で
あ
る
。

3

456

代
背
景
と
日
本
の
現
状
を
ふ
ま

え
、愛
知
万
博
の
主
な
目
的
を
以

下
の
と
お
り
認
識
し
て
開
催
す
る
。

壮
大
な
文
化
・
文
明
創
造
事
業

環
境
問
題
等
が
地
球
規
模
で
深
刻
化
し
、

人
・
モ
ノ
・
情
報
の
交
流
が
地
球
規
模
で
活
性

化
す
る
現
在
、独
特
の
風
土
と
特
性
に
基
づ

き
培
わ
れ
た
世
界
各
地
の
文
化
・
文
明
は
、そ

の
多
様
性
を
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
継
承

し
な
が
ら
も
、一
方
で
は
地
球
規
模
で
の
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

愛
知
万
博
で
は
そ
の
一
回
性
の
ゆ
え
に
、あ
ら

ゆ
る
事
象
、あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
果
敢
に

新
た
な
挑
戦
と
実
験
に
取
り
組
み
、時
代
の
先

端
的
な
社
会
モ
デ
ル
と
な
る
文
化
・
文
明
の
創

造
と
提
案
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

日
本
か
ら
世
界
へ
の
発
信

日
本
は
戦
後
、平
和
主
義
に
徹
し
、産
業
技

術
に
力
を
入
れ
、驚
異
的
な
経
済
発
展
を
遂

げ
、豊
か
な
社
会
に
な
っ
た
。Ｉ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・

マ
イ
ク
ロ
マ
シ
ン
・
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
ナ
ノ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
高
度
な
技
術
力
は
、今

や
世
界
の
産
業
発
展
に
貢
献
し
つ
つ
あ
る
が
、

同
時
に
人
類
が
直
面
す
る
地
球
環
境
問
題
・

資
源
問
題
な
ど
の
解
決
に
も
大
い
に
貢
献
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

愛
知
万
博
で
は
世
界
に
対
し
て
21
世
紀
の

人
類
が
直
面
す
る
問
題
の
解
決
の
方
向
と
人

類
の
生
き
方
に
つ
い
て
発
信
し
、国
際
社
会
に

お
け
る
日
本
の
存
在
価
値
を
高
め
る
こ
と
を

め
ざ
す
。現

在
か
ら
未
来
へ
の
発
信

も
は
や
大
量
生
産
・
大
量
消
費
・
大
量
廃

3 2

21
世
紀
初
の

万
博
と
し
て

日
本
か
ら
世
界
に
発
信

開
催
目
的

時1
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棄
型
の
経
済
発
展
が
望
め
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
現
在
、過
去
の
成
功
体
験
の
強
い
日
本

人
は
自
信
を
失
い
つ
つ
あ
る
。し
か
し
な
が

ら
、今
後
、循
環
型
社
会
を
構
築
し
、自
然
と

共
存
す
る
し
く
み
が
で
き
れ
ば
、新
た
な
発

展
、真
に
豊
か
な
生
活
を
期
待
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

愛
知
万
博
で
は
日
本
で
も
有
数
な
も
の

づ
く
り
の
中
心
地
で
あ
る
こ
の
中
部
地
域

の
底
力
を
発
揮
し
て
積
極
的
に
未
来
に
対

す
る
発
信
を
行
い
、日
本
人
の
自
信
と
夢
を

回
復
し
、今
日
の
日
本
が
置
か
れ
て
い
る
閉

塞
状
況
を
打
破
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

保
に
努
力
す
る
。

②
予
算
に
つ
い
て
は
、採
算
性
を
必
須
条
件

と
す
る
。会
場
建
設
費
１
３
５
０
億
円
に
つ

い
て
は
、当
初
予
算
を
出
来
得
る
限
り
抑
制

し
、追
加
的
な
費
用
を
吸
収
す
る
。運
営
費

５
５
０
億
円
に
つ
い
て
は
、資
金
計
画
を
再
度

見
直
し
、効
率
的
な
執
行
に
努
め
る
一
方
、出

来
得
る
限
り
収
入
を
増
加
す
る
方
向
で
運

営
す
る
。

③
営
業
時
間
は
、午
前
９
時
か
ら
午
後
10
時

を
原
則
と
す
る
。

事
業
展
開
の
基
本
的
考
え
方

万
博
事
業
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
次
の
各

点
に
重
点
を
お
く
。

①
生
命
、宇
宙
な
ど

未
知
の
自
然
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

生
命
科
学
、宇
宙
科
学
、ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
な
ど
、自
然
科
学
の
最
先
端
技
術
を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
、自
然
の
叡
智（
自
然

の
す
ば
ら
し
い
し
く
み
）に
触
れ
、そ
の
偉
大

さ
を
体
感
し
、自
然
と
共
存
す
る
こ
と
の
重

要
性
を
深
く
再
認
識
す
る
。

各
民
族
の
宇
宙
観
、宇
宙
開
発
の
最
前
線
、
宇

宙
生
活
の
仮
想
体
験
、
宇
宙
食
食
堂
、
ミ
ク
ロ

コ
ス
モ
ス
か
ら
マ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
へ
の
壮
大
な
旅
、

自
然
と
生
命
の
神
秘
、
生
命
科
学
、
生
命
起
源

の
謎
、
最
新
医
療
技
術
、
医
療
技
術
の
倫
理
、

子
供
の
科
学
す
る
心
、
バ
イ
オ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

食
糧
生
産
シ
ス
テ
ム
の
最
前
線

②
Ｉ
Ｔ
の
徹
底
し
た
実
用
化
と
新
た
な
実
験

会
場
運
営
、展
示
・
催
事
、交
通
ア
ク
セ
ス
の

円
滑
化
な
ど
様
々
な
分
野
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

携
帯
端
末
技
術
、映
像
情
報
技
術
を
は
じ
め
と

し
た
情
報
関
連
技
術
の
徹
底
し
た
実
用
化
を

図
り
、ま
た
最
先
端
技
術
の
実
験
を
行
う
。

来
場
者
の
携
帯
端
末
に
よ
る
交
通
ア
ク
セ
ス
選

択
・
入
場
予
約
・
人
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
・
問
い
合
わ

交
流
の
必
要
性
は
益
々
高
ま
っ
て
い
る
。愛
知

万
博
は
、互
い
の
文
化
の
違
い
を
認
め
合
い
つ

つ
、地
球
規
模
の
環
境
を
意
識
し
、人
類
の

叡
智
を
結
集
し
て
未
来
に
備
え
る
ま
た
と

な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。ア
ジ
ア
の
参
加
を
積

極
的
に
促
進
し
、で
き
る
だ
け
多
く
の

国
々
・
国
際
機
関
の
参
加
を
求
め
、文
化
・
文

明
の
交
流
を
は
か
る
。

各
国
の
伝
統
芸
能
・
ま
つ
り
・
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
・
食
文
化
・
住
ま
い
方
・
世
界
各
国

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
交
流
、
ア
ー
ト
、
宗
教
、
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
先
端
技
術
、
手
の
技
、
世
界
大
道
芸
人

コ
ン
テ
ス
ト
、
仮
想
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

⑥
環
境
負
荷
の
低
い
社
会
、

循
環
型
社
会
の
モ
デ
ル

地
球
環
境
問
題
に
対
応
し
て
、３
Ｒ（
リ
デ

ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）シ
ス
テ
ム
、

会
場
に
お
け
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指
し

た
取
り
組
み
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
最

先
端
を
示
す
。

太
陽
電
池
・
燃
料
電
池
・
風
力
発
電
・
バ
イ
オ

マ
ス
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
、
環
境
未
来
型

住
宅
・
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
・
環
境
保
全
・
再
生

技
術
な
ど
の
最
前
線
、
Ｃ
Ｏ
２
固
定
化
・
利
用

技
術
、
会
場
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、
地
球
市
民
手
帳
の
発
行
、

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ル
ー
ル
、
地
球
環
境
レ
ポ
ー
ト
、
環
境

産
業
技
術
の
最
前
線
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す
べ
て
を
傾
け
て
、「
自
然
の
叡
智
」（
自
然
の

す
ば
ら
し
い
し
く
み
）に
学
ん
で
創
る
素
晴

ら
し
い
21
世
紀
社
会
の
モ
デ
ル
を
愛
知
万
博

で
実
現
す
る
。

テ
ー
マ「
自
然
の
叡
智
」は
３
つ
の
サ
ブ
テ

ー
マ
に
よ
り
展
開
す
る
。

第
一
サ
ブ
テ
ー
マ「
宇
宙
、生
命
と
情
報
」に

お
い
て
は
、最
先
端
の
科
学
に
よ
り
、自
然
を

探
求
す
る
と
と
も
に
、地
球
温
暖
化
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
・
水
・
食
糧
な
ど
の
地
球
的
問

題
を
解
決
す
る
指
針
を
示
す
。

第
二
サ
ブ
テ
ー
マ「
人
生
の
〝
わ
ざ
〞
と

智
恵
」に
お
い
て
は
、今
ま
で
も
自
然
の
中
か

ら
工
芸
・
芸
術
・
文
化
を
生
み
だ
し
て
き
た

よ
う
に
、自
然
の
中
か
ら
喜
び
、楽
し
み
、生

き
甲
斐
の
世
界
を
創
造
し
、21
世
紀
の
人
々

が
生
き
生
き
暮
ら
し
て
い
く
方
向
性
を
提

示
す
る
。

第
三
サ
ブ
テ
ー
マ「
循
環
型
社
会
」に
お
い

て
は
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、３
Ｒ（
リ
デ
ュ

ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）等
を
実
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
循
環
型
社
会
の
構
築
を
試

み
る
。

①
多
様
な
形
態
に
よ
る
市
民
参
加

か
け
が
え
の
な
い
地
球
を
未
来
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
は
、今
地
球
に
生
き
る
市
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
地
球
市
民
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、広
く
連
帯
し
、考
え
、行
動
し
て

「
自
然
の
叡
智
」を
３
つ

の
サ
ブ
テ
ー
マ
で
展
開

テ
ー
マ「
自
然

の
叡
智
」及
び

サ
ブ
テ
ー
マ

世
紀
に
お
い
て
は
、自
然
の
一
部
で

あ
る
人
類
が「
人
類
の
叡
智
」が

及
ば
な
い「
自
然
の
叡
智
」を
謙

虚
に
再
認
識
す
る
こ
と
が
大
前
提
と
な
る
。

今
や
自
然
の
摂
理
、地
球
環
境
の
許
容
量
を

超
え
よ
う
と
し
て
い
る
人
類
文
明
は
、自
然

か
ら
の
様
々
な
厳
し
い
警
告
を
受
け
て
い

る
。人
類
と
自
然
・
地
球
が
存
続
可
能
な
発

展
の
方
向
へ
と
転
換
し
、素
晴
ら
し
い
未
来

社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
す
べ
て
の
国
に

と
っ
て
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
た

め
に
、Ｉ
Ｔ
革
命
を
含
め
、こ
れ
ま
で
に
人
類

が
獲
得
し
て
き
た
経
験
と
知
識
と
知
恵
の

事
業
の
基
本
諸
元

①
入
場
者
数
は
１
５
０
０
万
人
を
確
実
な

も
の
と
し
、更
に
そ
れ
以
上
の
入
場
者
の
確

21

確
実
に
１
５
０
０
万

人
を
確
保
し
、

夜
は
10
時
ま
で
開
催

事
業
の

基
本
方
針

せ
・
ク
レ
ー
ム
・
評
価
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

会
場
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
会
場
映
像
の
発
信
、
バ

ー
チ
ャ
ル
パ
ビ
リ
オ
ン
、
宇
宙
や
世
界
の
映
像
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
写
す
野
外
ス
ク
リ
ー
ン
・
I
T

の
最
前
線

③
自
然
と
共
に
あ
る
暮
ら
し
の
喜
び

自
然
の
一
部
で
あ
る
と
い
う
人
間
の
原
点

に
立
ち
、衣
食
住
、文
化
、生
活
環
境
等
様
々

な
面
に
お
い
て
、豊
か
で
幸
せ
な
自
然
と
の

調
和
を
提
唱
す
る
。

自
然
に
調
和
し
た
衣
食
住
、
自
然
と
の
か
か
わ

り
が
生
ん
だ
工
芸
・
芸
能
・
芸
術
、
宗
教
、
自
然

と
共
存
し
た
都
市
建
設
の
モ
デ
ル
、
自
然
を
体

感
す
る
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
や
生

命
が
作
り
出
す
ア
ー
ト
、
環
境
共
生
住
宅

④
楽
し
く
魅
力
的
な
高
齢
社
会
の
モ
デ
ル

高
齢
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
る
21
世

紀
に
お
い
て
、高
齢
者
が
楽
し
く
生
き
甲
斐

を
も
っ
て
生
活
で
き
る
社
会
の
モ
デ
ル
を
、諸

外
国
の
経
験
も
踏
ま
え
、ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
か
ら
追
求
す
る
。

長
い
人
生
経
験
で
培
っ
た
生
活
の
知
恵
が

後
世
へ
受
け
継
が
れ
て
い
く
よ
う
な
世
代
間

交
流
の
場
も
設
置
す
る
。

待
ち
時
間
と
歩
行
距
離
の
短
縮
、
便
利
で
快

適
な
休
憩
場
所
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
歴
史
・
宗

教
・
住
宅
・
医
療
な
ど
の
エ
デ
ュ
テ
イ
メ
ン
ト

（
楽
し
み
な
が
ら
の
学
習
）、
88
か
所
ミ
ニ
チ
ュ
ア

寺
め
ぐ
り
、
世
界
の
食
文
化
、
高
齢
者
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
、
高
齢
者
元
気
コ
ン
テ
ス
ト
、
万
博
金
婚

式
・
銀
婚
式
、
万
博
同
窓
会
、
高
齢
者
の
知
恵

と
若
者
の
感
性
に
よ
る
共
同
芸
術

⑤
ア
ジ
ア
の
国
々
を
可
能
な
限
り
包
含
し
た

世
界
各
国
の
文
化
・
文
明
の
対
話

地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
規
模
で
の
問
題

の
発
生
は
、世
界
の
人
々
に
地
球
は
一つ
と
い

う
意
識
を
益
々
強
く
抱
か
せ
る
に
至
っ
て
い

る
。国
際
博
覧
会
の
最
大
の
特
長
で
あ
る
世

界
中
の
様
々
な
国
民
・
民
族
・
文
化
の
集
結
・

1

21

事
業
企
画
の
重
点

2

事
業
実
施
の
重
点

ex.

ex.ex.

ex.

ex.ex.

ex.

市
民
参
加
に
よ
る

楽
し
く
て

お
も
し
ろ
い
万
博
に
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い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、21
世
紀
の
社
会
活
動
に
お
け
る
新

た
な
主
役
と
な
り
つ
つ
あ
る
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
対
し
て
、博
覧
会
の
計
画
策
定
に
関
す
る

意
見
提
案
、会
場
運
営
へ
の
協
力
、展
示
・
催

事
の
企
画
運
営
等
へ
の
参
加
を
促
し
、ま
た
、

様
々
な
活
動
成
果
の
情
報
発
信
の
場
を
提

供
す
る
。

②
中
部
地
域
の
発
展
と
技
術
力
の
活
用

中
部
地
域
は
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
中

心
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、そ
の
高
い

技
術
力
は
今
後
、宇
宙
・
生
命
・
情
報
・
資

源
・エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
ま
た
新
し
い
生
活
文
化
に
お
い
て

も
、世
界
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

万
博
で
の
果
敢
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通

じ
て
、中
部
地
域
が
世
界
へ
の
発
信
力
を
強

め
、世
界
的
な
交
流
を
深
め
、産
業
面
ば
か

り
で
は
な
く
、文
化
面
に
お
い
て
も
発
展
す

る
契
機
と
な
る
よ
う
、中
部
地
域
の
潜
在
的

な
力
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
。

③
広
域
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

万
博
の
開
催
前
の
各
方
面
の
様
々
な
プ

レ
イ
ベ
ン
ト
を
推
奨
し
、ま
た
は
開
催
中
に

お
い
て
は
開
催
会
場
以
外
の
地
域
に
お
い
て

も
自
治
体
・
企
業
・
市
民
団
体
等
、幅
広
い
広

域
連
携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
り
、こ
れ

ら
を
総
合
し
て
来
場
者
の
満
足
度
と
万
博

に
よ
る
活
性
化
効
果
を
最
大
に
す
る
。

④
楽
し
さ
、お
も
し
ろ
さ
の
演
出

展
示
・
催
事
は
多
く
の
場
合
教
育
性
・
文

化
性
を
柱
と
す
る
が
、実
際
に
経
験
す
る
こ

と
の
価
値
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、非
日
常

性
、ま
つ
り
性
に
よ
る
盛
り
上
げ
、も
て
な

し
・
お
も
し
ろ
さ
、楽
し
さ
の
経
験
な
ど
の

魅
力
づ
く
り
を
す
る
。そ
の
た
め
に
は
、展

示
・
催
事
の
み
な
ら
ず
、営
業
活
動
に
つ
い
て

も
高
い
洗
練
性
や
魅
力
を
備
え
た
も
の
と

す
る
。

ま
た
、昼
間
と
は
趣
を
異
に
し
た
夜
間
開

心
の
注
意
を
は
ら
う
。

⑥
万
博
の
グ
ロ
ー
バ
ル
性
・
国
際
性
に
か
ん
が

み
、ホ
ス
ト
で
あ
る
政
府
館
、テ
ー
マ
館
、メ
イ

ン
ホ
ー
ル
と
ゲ
ス
ト
で
あ
る
外
国
館
と
の
調

和
や
、外
国
来
場
者
へ
特
段
の
配
慮
を
は
ら

う
。

⑦
展
示
場
、催
事
場
な
ど
の
一
過
性
の
施
設
は
、

可
能
な
限
り
短
工
期
、低
コ
ス
ト
と
す
る
と
と

も
に
、撤
去
と
リ
サ
イ
ク
ル
容
易
性
を
確
保
す

る
。

⑧
愛
知
万
博
の
会
場
の
印
象
を
よ
り
鮮
明

に
し
、か
つ
２
０
０
５
年
の
開
催
の
精
神
を

語
り
継
ぐ
た
め
、永
久
記
念
碑
と
な
る
シ
ン

ボ
ル
を
建
設
す
る
。

ソ
フ
ト
面
の
重
視

①
一つ
の
主
役
一つ
の
目
玉
で
大
勢
を
一
挙
に

集
め
る
こ
と
を
過
度
に
狙
わ
ず
、各
々
の
展

示
場
、催
事
場
が
固
有
の
テ
ー
マ
、コ
ン
セ
プ

ト
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、多
様
な
来
場
者
の
多
様
な
デ
ス
テ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
プ
レ
イ
ス（
目
的
地
）を
め
ざ
す
。

②
集
客
力
の
魅
力
の
重
点
は
、展
示
、催
事

の
ソ
フ
ト
に
重
点
を
お
き
、全
体
と
の
調
和

と
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
。

③
会
場
に
お
け
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
目
指

し
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の

導
入
、３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
）の
徹
底
を
は
か
る
。

④
展
示
・
催
事
は
勿
論
、会
場
管
理
・
サ
ー
ビ

ス
を
含
め
て
Ｉ
Ｔ
の
徹
底
活
用
を
は
か
る
。

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
出
来
得
る
限
り
多

様
な
ル
ー
ト
を
準
備
し
、各
ル
ー
ト
の
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
利
用
体
系
を
作
る
。

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、経
済
産

業
省
要
領
に
基
づ
き
対
処
す
る
。
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自
然
環
境
に
配
慮
し
、

自
然
の
創
造
に

取
り
組
み
ま
す

会
場
づ
く
り

の
方
針

会
場
の
位
置
づ
け

①
海
上
地
区
は
愛
知
万
博
の
原
点
と
し
て
、

国
、県
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
恒
久
施
設
も

活
用
し
、国
内
外
の
市
民
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
や

瀬
戸
の
焼
き
物
な
ど
を
活
用
し
た
人
と
自

然
が
交
流
す
る
会
場
と
す
る
。

②
青
少
年
公
園
地
区
は
主
要
施
設
を
収
容

す
る
賑
わ
い
の
あ
る
会
場
と
す
る
。

会
場
づ
く
り
の
考
え
方

①
愛
知
万
博
会
場
の
自
然
豊
か
な
特
色
を

生
か
し
、会
場
全
体
を
オ
ー
プ
ン
な
展
示
場

と
み
な
し
、自
然
と
の
調
和
を
は
か
る
と
と

も
に
、高
齢
者
や
障
害
者
を
は
じ
め
と
し
て

多
様
な
来
場
者
が
不
便
を
感
じ
る
こ
と
な

く
楽
し
め
る
よ
う
、魅
力
的
に
設
計
・
建

設
・
運
営
す
る
。

②
自
然
環
境
に
配
慮
し
つ
つ
、必
要
か
つ
十

分
な
展
示
・
催
事
、そ
の
他
施
設
の
た
め
の

面
積
を
確
保
す
る
た
め
最
大
限
の
努
力
を

す
る
。

③
自
然
の
保
護
の
み
な
ら
ず
、積
極
的
に
自

然
創
造（
ニ
ュ
ー
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
）へ
の
取
り
組

み
を
は
か
る
。

④
安
全
・
快
適
で
楽
し
い
会
場
内
動
線
と
多

彩
な
会
場
内
移
動
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
は
か

る
。

⑤
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト（
テ
ロ
・
災
害
等
）

の
た
め
、会
場
の
ゆ
と
り
、位
置
方
向
の
明

確
性
、視
界
の
広
さ
と
情
報
提
供
な
ど
に
細

12

345

催
時
の
楽
し
み
と
魅
力
の
仕
掛
け
を
創
造

す
る
。
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本政府は、世界の187の国 と々73の国際機関に対して、3月30日より愛知万博の参加要請を始めています。
参加表明状況は、カナダ、ボリビア、スペイン、ウガンダ、ウズベキスタン、シリア、ブータン、コロンビアの8ケ国と
生物多様性条約事務局、アジア生産性機構、ユネスコ、化学兵器禁止機関の4国際機関からとなっています。

世界各国の国々が集まり、「自然の叡智」のテーマのもと、メッセージを発していく意義のある博覧会を築いていきたいと考えています。

相次いで世界各国・国際機関から参加表明
カナダ、スペインなど8ケ国、4国際機関の参加が決まりました。（7月25日現在）

参加表明国の概要 参加表明国際機関の概要

●カナダ（首都：オタワ）
ロシアについで2番目に国土が大きい国
（日本の約27倍）。人口約3000万人。

日本 

カナダ 

ボリビア 

コロンビア 

スペイン 

ウガンダ 

シリア 

ウズベキ 
スタン 

ブータン 

●生物多様性条約事務局（本部：カナダ・モントリオール）
同事務局は、93年12月に発効した生物多様性条約に基づく国際機関。同条約の
締約国は、現在180カ国。地球上の多様な生物をその生息環境とともに保全し、
生物資源の持続可能性を確保することなどを目的としている。

●アジア生産性機構（本部：東京）
同機構は、加盟国18カ国が行っている生産向上運動を一層活発に推進することに
より、アジア太平洋諸国全体の経済発展と繁栄を図ることを目的としている国際
機関。

●ユネスコ（本部：フランス・パリ）
教育・科学・文化を通じて国際協力を促進し，世界の平和と安全に貢献することを
目的とする国際連合の機関。1946 年発足。

●化学兵器禁止機関（本部：オランダ・ハーグ）
同機関は、化学兵器の廃絶をめざす多国間組織として結成された。世界から化学
兵器の生産と保有の全面的な禁止を求める活動を行っていて、大量破壊兵器の軍
縮・不拡散制度を進める重要な機関となっている。

日

●ボリビア共和国（首都：ラパス）
南米大陸のほぼ中央にある内陸国で、
国土の3分の2はアマゾン川流域に属
する平原森林地帯。人口約800万人。

●スペイン（首都：マドリード）
イベリア半島の大部分を占める。
1992年にはセビリア万国博覧会を開
催。人口約4000万人。

●ウガンダ共和国（首都：カンパラ）
東アフリカにある赤道直下の内陸国。
人口約2100万人。

●ウズベキスタン共和国
(首都：タシケント)
中央アジア5カ国のほぼ中央に位置す
る。人口約2400万人。

●シリア・アラブ共和国（首都：ダマスカス）
西アジアにあり地中海に面する。面積
19万平方km（日本の約2分の1）。人
口約1600万人。

●ブータン王国（首都：ティンプー）
インド東北部のアッサム・シッキムの北
方、中国のチベット自治区の南方にあ
る小さな国。人口約60万人。

●コロンビア共和国
（首都：サンタ・フェ・デ・ボゴタ）
南アメリカ北西部に位置する。 面積
114万平方km（日本の約3倍）。 人
口約4200万人。
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参加型の
愛知万博に向けて、
自然と触れ合う
カリキュラム

知県内では、各地で工夫を
凝らしたテーマのもとに「キ
ッズ・プレイキャンパス協働

スクール」を開催しています。このキッ
ズ・プレイキャンパス協働スクールに
参加した子供たちは、11月11日（日）に
開かれるキッズ・プレイキャンパス
2001(会場：愛知青少年公園)におい
て、スクールでの体験をもとにした発
表会を行います。

愛

各地のキッズ・プレイキャンパス協働スクール

美浜町 「海の観察会」「潮だまりの生き物」
「五宝川の生き物」「美浜里山保全クラ
ブ」ほか

瀬戸市 「体験陶房 瀬戸“赤津焼きを作ろう”」
「親子星空観察会星っこクラブ」「星とイ
ルカを見る会」
「2001愛知こども環境会議」

長久手町「夏休み昆虫講座」
高浜市 「夏休み〈鬼板師〉弟子入り体験」
豊田市 「こどもエコクラブ」「地域環境マッ

プ作成モデル事業」

※ADC賞とは、日本の広告・デザイン界を代表するアートディレクターで構成さ

れる東京アートディレクターズクラブが、国内で発表、使用、掲載されたポスタ

ー・新聞広告・雑誌広告などの広告媒体の中から審査し、選出した賞のことです。

photo  by  Mitsumasa  Fujitsuka

瀬戸市に
「EXPO 市民サロン」
OPEN！
みなさんの活動や交流の場に

月23日、2005年日本国際博
覧会推進瀬戸地区協議会
により、瀬戸市銀座通り商

店街に「EXPO 市民サロン」がオー
プンしました。このサロンは、愛知万
博の開催を支援する市民団体に無
料で会議スペースを貸し出すなど、
活動拠点、交流の場として利用する
には最適な場所です。また、愛知万
博の情報や瀬戸市の観光情報など
もチラシやインターネット等で手に入
れられます。ぜひ一度、足を運んでみ
てください。

6

シンボルマークが
2001年 ADC会員賞を受賞

ンプルで飾り気のないマーク。だからこそ人の目に
止まり、心に残る。そんな愛知万博の顔であるシンボ
ルマーク（＆ロゴタイプ＆グラフィックデザイン）が2001

年度「ADC会員賞」を受賞しました（アートディレクター＝大貫
卓也/大貫デザイン）。

シ

愛知万博公式ピンバッジを
名古屋市内の百貨店でも販売中

の看板や、スーツの襟もとなど、そのマークを見かけ
ない日はないほど親しまれてきているシンボルマー
ク。もっと身近に

愛知万博を感じていただ
けるように、6月10日より、下
記の名古屋市内百貨店で
も公式ピンバッジの販売
を始めました。

街

「環境情報システム」
へようこそ
環境に関する情報を
インターネットで公開！！

覧会協会が行った環境ア
セスに関する情報を一斉
に集め、GIS（地理情報シ

ステム）を利用したものを7月13日よ
りホームページ上に開設しました。
また、白地図上に市民が持っている
情報を直接書き込むことができる“地
図掲示板”を近日公開します。これを
市民情報の交流の場にしたいと考
えています。
詳しくはhttp://ngysv13.expo

2005.or.jp/kankyosys/をご覧くだ
さい。

博

●取り扱い百貨店

松坂屋名古屋店 本館1階南案内所・南館1館東案内所

名鉄百貨店 西口1階案内所

名古屋三越栄本店 1階北案内所

丸栄 1階正面入り口案内所

JR名古屋高島屋 １階中央ブロック総合案内所

また、従来の博覧会協会窓口とあわせ、名古屋商工会議所、中部経済連合会担当窓口

でも引き続き販売しています。

●価格　1個100円（消費税込み）

●問い合わせ先　財団法人2005年日本国際博覧会協会

営業推進グループ　事業企画チーム tel.（052）569-2163
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愛知万博が開幕する2005年3月25日にちなんで、
毎月25日を「万博PRの日」とする動きが、中部経済産業局の呼びかけのもとに広がっています。
各団体、企業等が趣向をこらし、さまざまなPR活動を展開。その活動の様子を紹介します。

この広報誌の制作にあたっては日本自転車振興会
「競輪公益資金」の補助を受けました。

EXPO 2005 AICHI PR DAY

中部経済産業局

今年3月から広報施設(グリーンウィン
グ)を建てPR。局内にのぼりを設置し
たりポスターを掲載するなど、身近な
所からPR活動を行っています。

（社）中部経済連合会

男性職員のみなさんはグリーンのネク
タイ、女性職員のみなさんはグリーン
のポケットチーフを着用。おそろいの
緑色で職場はいつにも増して華やか
です。

名古屋商工会議所

胸元に輝く緑色リボンをご覧ください。
リボンの形は職員のみなさんがそれぞ
れ考え、個性豊かな形になっていま
す。

野村證券（株）

男性職員のみなさんはシンボルマーク
バッジ、女性職員のみなさんは緑色のブ
ラウスを着用。来客には愛知万博へ寄
せる期待を簡単なアンケートで行ったり、
ハーブの種を配ったりしています。

街の中にEXPOグリーンが
広がっています
毎月25日は「万博PRの日」

Q クイズの内容を少し教えて
いただけますか。

A 例えば、「愛知万博のテー
マは？」など愛知万博について
の基本的な問題です。

Q ほかに進めている活動はあ
りますか。

A シンボルマークバッジの販
売や、会報や封筒にはマークを
掲載します。

Q PR活動を始められた経緯
をお話しください。

A 局内の身近なところから、
また私たちのできるところから、
愛知万博を盛り上げていきた
いと思い活動を始めました。

Q いつから、リボンを身につ
けるようになったのですか？

A 今年の5月25日からです。
EXPOカラーであるグリーンを
身につけ、愛知万博を支援して
いきます。


